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概略 

 植物病原糸状菌が感染時に発揮する宿主特異性に関する様々な分
子メカニズムが明らかになってきた。宿主特異的な感染の誘導因子
の一つとして、植物病原糸状菌が生産する宿主特異的毒素が知られ
ている。我々は、植物病原糸状菌の生産する宿主特異的毒素の作用
機構と毒素レセプターを介した特異性決定機構の解明、宿主特異的
毒素の生合成遺伝子クラスター解析、病原性関連酵素研究、病原菌
およびその代謝物に対する植物防御機構の解析を中心に、カンキツ
とAlternaria属菌間の相互反応に関する分子生物学的技法を駆使し
た研究を進めている。植物病害発生メカニズムの解明に向けて、カ
ンキツとAlternaria属菌の相互認識における分子応答の一端を紹介
したい。 
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